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穴川公園図書館

　穴川中央公園。
　この公園は住宅地にあり、散歩をして
いる老人から遊具で遊ぶこどもまで幅広
く利用されており、この地域に住んでい
る人たちの憩いの場として存在している。
　この作品はそんな憩いの場として存在
する公園に図書館を設置することによっ
て、公園を利用する人たちがより便利に
利用してもらうことが目的である。
　そもそも便利とはどういうことなのだ
ろうか。
　それは豊かさだと私は思う。
　様々なものから自分の好きなものを選
択し、利用する。
　それはとても便利なことではないか。
　そんな豊かさを利用者の立場になって
考え、設計を行った。
　まず、すでに憩いの場として存在する
公園には何が足りず、利用している人た
ちは何を求めているかを考えた。
　この公園は様々な人達が利用している
がその動きはとても流動的でゆったりと
できる場が少ないと感じる。
　そこで公園を利用している人たちに落
ち着いてゆったりとできる空間を提供し、
知識や情報を与え、憩いだけでなく豊か
さまで与えてくれる図書館を提案する。
　この図書館は誰でも気軽に利用するこ
とができ、様々な場面で活躍するだろう。
　遊び疲れたらこの図書館で休むのも良
し、なんとなく寄ってみるのも良し。
　たまには本を借りて、公園で読書もい
いだろう。
　この図書館はそんな公園を利用する人
たちに豊かさを与え、公園の利用価値を
高めてくれる。

　視線の先の風景を変えずに大地を切り刻んで、豊かな空間をつくる、高校生とは思えない見事な発想である。「千葉県千葉市穴川中央公園」ここに、
公園と図書館に関わる人々の多彩な物語が始まる。コンセプトは「ポエム」のようであり、繰り広げられるシーン（透視図）は「絵本」のようである。
饒舌なのは、語り口だけではない。掘り込んだ図書館の存在をも配慮しつつ、屋外広場をあえて 1 ｍ高くし、公園の風景も壊さないように、かつ、図
書館の適切な階高を確保しつつ、「自然と知」の空気感を醸し出している。
　ランドスケープと一体になった図書館、その図書館の内部機能も、豊かな気持ちになる空間構成として良くまとめられている。訪れた人々は、「便
利さ」を「豊かさ」に変換して空間を楽しんでいる。なによりも作者自身が空間を楽しんで創っている。
　あえてアドバイスをするならば、ゆるやかに回遊していくアプローチの道に対しても、ストーリー付けがあれば、もっと良くなったと思う。単なる
プレイス（場所）から、ＴＨＩＮＫ（考える）プレイスへ。引き続き、考えに考え抜いて、さらなる「ものづくり」と「ものがたり」が一体化した素
敵な建築をつくってほしい。

（審査委員：鳴海 雅人）
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くつろげる美術館

　エントランスを入ると、直線に長く続
くホール、また、ところどころに設けら
れている休憩場所が、疲れた時にくつろ
げるスペースにした。
　一階部分は、主に展示空間にして、メ
インである展示空間は、二階を吹き抜け
にし、広々とした空間にし、二階からも
展示空間を観覧することができる。
　また、二階は多目的室があり、いろい
ろな用途で使え、地域のイベントなどで
も利用できる。本館とは別にアトリエを
設けており、そこで地域の人が、彫刻や
絵画などができる。

　美術館を親しみやすく、癒しの場とし
て計画した作品である。既存の美術館の
プラン、機能性をとてもよく調べ、そこ
から得た情報を生かして平面、断面計画
をまとめた力作。
　メインの動線とその所どころに計画さ
れた休憩スペースを軸に、回遊性と縦動
線が上手く考えられた空間構成がとても
良い。吹抜けを効果的に利用し、多目的室、
レストランを魅力ある場所に配置されて
いる点も評価できる。きちんと搬入路を
計画し、更に市民が美術を体験できるア
トリエを別棟に提案しているのも配慮に
長けている。また各室の大きさ、階段や
廊下の幅、トイレプランなど随所に現実
的な計画ができている。美術館の設計課
題は大学でも多く出題されるが難しい課
題でもある。高校生がこれだけの計画が
できることに正直驚かされた。できれば、
敷地周囲との関わりをもう少し表現でき
ると、もっと市民に開いた美術館として
魅力が増したと思う。
　この力作を計画できた作者だからその
成長がとても楽しみである。よりたくさ
んの建築、まちを観て、自分の建築感を
持って進んで欲しいと願う。

（審査委員：飯沼 竹一）
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